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ＩＣＴ活用工事（土工）積算要領 

１．適用範囲 

本資料は、以下に示すＩＣＴによる土工（以下、土工（ＩＣＴ））に適用する。 

積算にあたっては、施工パッケージ型積算基準により行うこととする。 

・掘削（ＩＣＴ）（河床等掘削を除く）

・路体（築堤）盛土（ＩＣＴ）

・路床盛土（ＩＣＴ）

・法面整形（ＩＣＴ）

なお、土量が 1,000m3 未満の場合は、「ＩＣＴ活用工事（土工 1000m3 未満）積算要領」

によるものとする。また、現場条件によって「２－１ 機械経費」に示す ICT 建設機械の規

格よりも小さい ICT 建設機械を用いる場合は、施工パッケージ型積算基準によらず、見積り

を活用し積算することとする。 

２．機械経費 

２－１ 機械経費 

土工（ＩＣＴ）の積算で使用する ICT 建設機械の機械経費は、以下のとおりとする。 

なお、損料については、最新の「建設機械等損料算定表」、賃料については、土木工事標準

積算基準書の「第２章 工事費の積算」①直接工事費により算定するものとする。 

①掘削（ＩＣＴ）、法面整形（ＩＣＴ）

ＩＣＴ建設機械名 規格 機械経費 備考 

バックホウ 

(クローラ型)

標準型・ＩＣＴ施工対応

型・超低騒音型・クレー

ン機能付き・排出ガス対

策型(2014 年規制)山積

0.8m3(平積 0.6m3) 

吊能力 2.9t 

賃料にて計上 
ICT 建設機械経費加

算額は別途計上 

標準型・排出ガス対策型

（2014 年規制） 

山積 1.3～1.5m3 

（平積 1.0～1.2m3） 

損料にて計上 
ICT 建設機械経費加

算額は別途計上 

②路体（築堤）盛土（ＩＣＴ）、路床盛土（ＩＣＴ）

ＩＣＴ建設機械名 規格 機械経費 備考 

ブルドーザ 
湿地・ＩＣＴ施工対応型・

排出ガス対策型（2011 年規
賃料にて計上 

ICT 建設機械経費加

算額は別途計上 
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現　行 改　定

追記

規格更正



文言修正

現　行 改　定

次ページに移行

修正なし
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